
  

 

○青森県特定水産資源の漁獲量等の報告に関する規則 

令和二年十一月三十日 

青森県規則第六十号 

 

青森県特定水産資源の漁獲量等の報告に関する規則をここに公布する。 

青森県特定水産資源の漁獲量等の報告に関する規則 

(趣旨) 

第一条 この規則は、漁業法(昭和二十四年法律第二百六十七号。以下「法」という。)第二十六

条第一項及び第二項並びに第三十条第一項及び第二項の規定に基づき、特定水産資源(法第十

一条第二項第三号に規定する特定水産資源をいう。以下同じ。)の漁獲量等の報告に関し必要

な事項を定めるものとする。 

(漁獲量等の報告の方法等) 

第二条 法第二十六条第一項の規定による報告は、漁獲量及び漁業法施行規則(令和二年農林水

産省令第四十七号。以下「省令」という。)第十六条第二項各号に掲げる事項を記載した報告

書を提出して行わなければならない。 

2 青森県行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例(平成十九年十月青森県条例

第六十五号)第三条第一項の規定により同項に規定する電子情報処理組織を使用して法第二十

六条第一項の規定による報告を行う者は、知事が告示により指定する入出力装置から入力して、

当該報告を行わなければならない。 

3 前項の規定により指定された入出力装置を使用して法第二十六条第一項の規定による報告を

行う者については、知事等に係る行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則(平

成十九年十月青森県規則第九十三号)第三条第二項の規定は、適用しない。 

4 第一項の報告書を郵便又は民間事業者による信書の送達に関する法律(平成十四年法律第九

十九号)第二条第六項に規定する一般信書便事業者若しくは同条第九項に規定する特定信書便

事業者による同条第二項に規定する信書便で提出した場合における省令第十六条第一項に規

定する期間の計算については、送付に要した日数は、算入しないものとする。 

第三条 法第二十六条第二項の規定による報告は、採捕をした個体の数、漁獲量及び省令第十六

条第五項各号に掲げる事項を記載した報告書を提出して行わなければならない。 

2 前条第二項から第四項までの規定は、法第二十六条第二項の規定による報告について準用す

る。この場合において、前条第四項中「第十六条第一項」とあるのは、「第十六条第四項」と読

み替えるものとする。 

第四条 法第三十条第一項の規定による報告は、同項に規定する特定水産資源の漁獲量及び省令

第十九条第二項各号に掲げる事項を記載した報告書を提出して行わなければならない。 

2 第二条第二項から第四項までの規定は、法第三十条第一項の規定による報告について準用す

る。この場合において、第二条第四項中「第十六条第一項」とあるのは、「第十九条第一項」と

読み替えるものとする。 

第五条 法第三十条第二項の規定による報告は、特別管理特定水産資源（法第二十六条第二項に

規定する特別管理特定水産資源をいう。）の個体の数及び漁獲量並びに省令第十九条第五項各

号に掲げる事項を記載した報告書を提出して行わなければならない。 

2 第二条第二項から第四項までの規定は、法第三十条第二項の規定による報告について準用す

る。この場合において、第二条第四項中「第十六条第一項」とあるのは、「第十九条第四項」と

読み替えるものとする。 

 

 



  

附 則 

(施行期日) 

1 この規則は、令和二年十二月一日から施行する。 

(青森県特定海洋生物資源の採捕の数量等の報告に関する規則の廃止) 

2 青森県特定海洋生物資源の採捕の数量等の報告に関する規則(平成八年十二月青森県規則第

百十一号)は、廃止する。 

(青森県特定海洋生物資源の採捕の数量等の報告に関する規則の廃止に伴う経過措置) 

 

3 この規則の施行の際現に漁業法等の一部を改正する等の法律(平成三十年法律第九十五号。以

下「改正法」という。)第六条の規定による廃止前の海洋生物資源の保存及び管理に関する法

律(平成八年法律第七十七号)第二条第五項に規定する特定海洋生物資源として定められてい

る海洋生物資源については、この規則の施行の日から起算して一年を経過する日(当該日まで

に当該海洋生物資源が改正法第一条の規定による改正後の法第十一条第二項第三号に規定す

る特定水産資源として定められた場合にあっては、当該特定水産資源に係る同号に規定する管

理年度の開始の日の前日)までの間は、前項の規定による廃止前の青森県特定海洋生物資源の

採捕の数量等の報告に関する規則の規定は、なおその効力を有する。 

 

4  この規則は、令和八年四月一日から施行する。 


